
おおさき情報館
Osaki Information Center 2月－February

1011 広報おおさき2014-2　

　東日本大震災からの復興へ向け、これからの中心市

街地のまちづくりに、どのような視点が必要か、市民

皆さんと共に考えていくシンポジウムを開催します。

日時　3 月 2 日　13 時 30 分～ 16 時 30 分

場所　芙蓉閣（古川駅前大通）

入場料　無料

申込　事前に電話で申し込み

【第 1部】　13 時 30 分～ 14 時 35 分

■基調講演

テーマ　「絆で結ぶまちづくり～阪神淡路大震災のコ

ミュニティとまちなか再建～」

講師　山口一
かず

史
ふみ

 氏

講師プロフィール　兵庫県神戸市生ま

れ。神戸大学文学部卒。神戸新聞社経

済部長、論説委員、情報科学研究所所長、

神戸新聞文化財団常務理事、ラジオ

関西社長を経て、特定非営利活動法人

ひょうご・まち・くらし研究所常務理事。

　政策課政策企画担当　 23-2129

絆
きずな

でつなぐまちづくりシンポジウム

【第 2部】　14 時 45 分～ 16 時 30 分

■まちづくりワークショップの活動報告

古川中学校、宮城大学

■パネルディスカッション

テーマ　「コミュニティ主体による持続可能なまちづ

くりの実践」

コーディネーター　宮城大学事業構想学部 教授 風見

正三 氏

パネリスト　講師 山口一
かず

史
ふみ

 氏、古川商工会議所 副会

頭 村田秀彦 氏、古川六町商店街青年会 玉野章浩 氏、

宮城大学生 1 人、市内高校生 3 人

　地域で大切に受け継がれてきた「ひな人形」を展示

紹介しています。

期間　3 月 16 日まで（月曜休館）

時間　9 時 30 分～ 17 時（最終入館 16 時 30 分）

場所　松山ふるさと歴史館　歴史展示室

内容　享
きょうほうびな

保雛や古
こ き ん び な

今雛、現代雛や吊るし雛などを展示。

ひな人形の移り変わりや、ひな祭りの歴史を紹介。

入館料　大人 210 円、高校生以下 100 円、20 人以上

の団体は、大人 160 円、高校生以下 80 円

　松山ふるさと歴史館　 55-2225

ひな人形展

　運動不足の解消と、この冬一番の思い出づくりに、

白銀のゲレンデで雪遊びを楽しみませんか。

日時　2 月 15 日、16 日　15 日（前夜祭）：19 時～

21 時、16 日：10 時 30 分～ 14 時 30 分

場所　オニコウベスキー場

日程 時間 内容

15
日


19:00 ～
前夜祭：コンサート（森の歌姫、鬼の國心
鼓会、ソル・デ・ミシオネス）、たいまつ
滑走、ウッドキャンドル・ミニ花火

16
日


19:00 ～ イベント受付開始

10:30 ～ 雪遊びコーナー（随時受付）

10:30 ～
11:30

第 5 回全日本スコップ雪投げ選手権
定員：大人・子ども 先着各 20 人

11:30 ～
12:30

スノーフラッグ大会
定員：大人（男女）・子ども 先着各 30 人

12:30 ～
13:30

そりすべりタイムレース
定員：先着 30 人（組）

13:30 ～
14:00

宝さがし大会
定員：10 歳以下の子ども 先着 50 人

14:00 ～ もちつき・キャンディーシャワー

　オニコウベスキー場　 86-2111

第8回大崎市スノーフェスティバル
in オニコウベ

大崎市のおすすめ農産物を
PRします
　産業政策課企画調整係　 23-2281

広報おおさき2014-2

　市では、安心、安全、おいしさにこだわって市内で

生産される米を、本市のおすすめ品として PR する「こ

だわり農産物 PR 推進事業」を行っています。平成 26 年

産のこだわり米の登録申請を受け付けします。

申請期間　2 月 3 日～ 3 月 31 日

申請資格　市内在住の個人、市内に事業所がある事業者

対象　市内で生産され、次のいずれかに該当する米

有機農産物の日本農林規格（有機

　JAS）に基づき認定された米

みやぎの環境にやさしい農産物認

　証・表示制度に基づき認証された米

市内の各 JA による環境保全米など

申請方法　産業政策課（市役所東庁舎 2 階）備え付け

の申請書（市ウェブサイトからも入手できます）に必要

事項を記入の上、各種認証などの書類の写しを添付し、

産業政策課企画調整係（〒 989-6188 大崎市古川七日

町 1-1）へ持参または郵送

　こだわり農産物を使った料理を提供する「大

崎市こだわり農産物提供推奨店」を募集します。

推奨店には、掲示板とのぼりを配布します。

申請期間　2 月 3 日～ 3 月 31 日

申請資格　こだわり農産物として登録された米

を主な材料とした料理を提供する飲食店やホテ

ル、旅館などの宿泊施設

推奨期間　推奨された日から 2 年間

申請方法　産業政策課（市役所東庁舎 2 階）備

え付けの申請書（市ウェブサイトからも入手で

きます）に必要事項を記入し、産業政策課企画

調整係（〒 989-6188 大崎市古川七日町 1-1）へ

持参または郵送

松山ふるさと歴史館企画展

こだわり農産物提供推奨店募集

昨年のスコップ雪投げ選手権の様子

昨年の宝さがし大会の様子

～大崎市のまちなか再生に向けて～


